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 １月１０日（火）、

冬休みを終えた子ど

も達が小学校に帰っ

て来ました。令和４

年度の３学期が始ま

りました。子ども達

は元気いっぱい。登校したら早速運動場に出て、久しぶりに会った友達と遊んでいる人もいまし

た。今年は例年より気温が高めで体育館の冷え込みもそこまでではなく、始業式で話を聞く子ど

も達の態度は真剣で素晴らしいものでした。式の中で子ども達に話したのは、今年度のキーワー

ド「昨日より一歩前進」と、そのために頑張ってほしいこと「人の話をしっかり聴くこと」「時

間を守ること（チャイムで号令）」です。決して難しいめあてではありませんが、毎日確実に実

践していくことは簡単ではありません。まあ、そのうちにではなく今日から頑張ってみんなが進

化できることを期待していますと伝えました。習い事やスポーツ、お手伝い等、家庭や地域でも

子ども達はたくさん頑張っています。子ども達の成長をしっかり認め、自分に自信をもてるよう

にしていきたいものです。式後は、各クラスにもどり、冬休みの思い出を語り合ったり、双六を

したり、3 学期の目標を考えたりしました。 

新型コロナウイルス感染症が流行する前は、３学期に行う土曜日授業は、

ふれあいまつりとして、保護者や地域の方にご協力をいただき、餅つきや

スポーツ（サッカー）体験、昔遊び等、地域連携体験学習が中心でした。コ

ロナ禍の中、昨年度は内容を少し変更し、和太鼓体験、タブレット学習、昔

遊び体験を計画していましたが、コロナの感染拡大のため中止となりまし

た。 

そして今年度。コロナはなかなか収まりませ

んが、６年生のもっと学校を楽しくしたいという

発案により、全く新しい行事として生まれ変わりました。６年生が遊びのコ

ーナーを開設し、５年生をリーダーとした縦割り班でコーナーを回って楽

しむというものです。６年生は、２学期から企画立案を開始し、自分たちで

さまざまな課題を克服しながら、自分たちの手で手作りのコーナーをこ
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つこつと準備してくれました。下級生を楽しませるために努力を惜しまな

い姿勢は、リーダーとして頼もしい限りでした。フェスティバルの後半は、運

営委員会が企画した全校遊びで勝田っ子の絆を深めました。２３日（月）に

は、下学年の子ども達が、６年生教室にやって来て感謝の手紙を渡してい

ました。 

 

 

１０年に一度という大寒波

が襲来し、学校周辺も５０ｃ

ｍ近い積雪となって通学路

（特に歩道）の安全が確保で

きないことから、２５日（水）

～２７日（金）まで臨時休校を余儀なくされました。

子ども達が雪遊びを楽しめるくらいの程よい積雪

ならよいのですが、今回は交通や生活にも影響が出

てしまう大雪でした。ようやく登校ができた３０日

（月）は、降雪もなく、子ども達は一面銀世界の運

動場で雪遊びを楽しんでいました。 

 

 

 

 

毎週水曜日に全学年タブレットを持ち帰り、タイ

ピング練習等、家庭学習に活用しています。使用の

ルールを守って使用できているでしょうか。 

来年度は徐々に持ち帰る回数を増やして、最終的

に毎日持ち帰るように計画しています。家庭での学

びが授業につながったり、個別最適な学習が可能に

なったり、ICT の有用性を生かした主体的な学びが

できるようにしていきたいと考えています。 


